


 特集１　スポーツ・文化ゾーン整備方針（試案）

　

今
、
多
く
の
自
治
体
で
は
、
少
子
高

齢
化
や
人
口
の
減
少
す
る
社
会
に
直
面

し
て
い
ま
す
。
柴
田
町
で
も
、
例
外
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
う
し
た
中
、
今
後
も
持
続
的
に
町

が
発
展
を
し
て
い
く
た
め
に
は
、
美
し

く
質
の
高
い
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の
実

2

現
を
目
指
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。「
船
岡
駅
周
辺
」「
槻
木
駅
周
辺
」

「
北
船
岡
周
辺
」「
船
岡
新
栄
周
辺
」
を

拠
点
エ
リ
ア
と
し
て
整
備
し
、
さ
ら
に
、

近
接
す
る
農
村
地
区
と
の
交
流
・
連
携

を
図
り
、
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
市
街
地
を

創
り
出
す
こ
と
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

そ
こ
で
、
町
で
は
民
間
企
業
の
跡
地

を
活
用
し
て
、
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
に

都
市
の
標
準
装
備
と
し
て
欠
か
せ
な
い

大
規
模
ス
ポ
ー
ツ
施
設
や
文
化
施
設
を

整
備
し
「
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
」
の
一

つ
の
拠
点
エ
リ
ア
と
し
て
の
整
備
が
可

能
か
ど
う
か
を
調
査
検
討
し
て
き
ま
し

た
。
ま
た
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
教

訓
を
生
か
し
て
、
大
規
模
災
害
に
備
え

た
、
防
災
セ
ン
タ
ー
や
避
難
所
、
救
援

な
ど
の
機
能
、
防
災
公
園
を
併
せ
持
つ

防
災
拠
点
と
し
て
の
整
備
に
つ
い
て
も

検
討
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
を
ス

ポ
ー
ツ
・
文
化
ゾ
ー
ン
整
備
方
針
（
試

案
）
と
し
て
今
日
ま
と
め
ま
し
た
の
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

今
後
、
こ
の
土
地
を
取
得
し
、
平
成

　

年
度
ま
で
に
防
災
公
園
基
本
構
想
を

25策
定
し
、
平
成　

年
度
に
実
施
計
画
、

26

平
成　

～　

年
度
に
総
合
体
育
館
建
設

27

30

工
事
、
平
成　

～　

年
度
に
防
災
公
園

28

31

工
事
を
行
う
計
画
で
す
。

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の

拠
点
エ
リ
ア

■施設整備に向けた考え方

① 多様な利用者に対応した施設づくり・誰もが健康づくりや体力づくりのできる健康増　進施設・年齢や性別、スポーツ経験の有無にとらわれな　い、町民が各種競技に参加できる施設整備・楽しく町民が余暇を過ごすことができる施設整備・障害者、高齢者、子どもたちなど、誰もが安全・安　心に利用しながらスポーツに参加できる施設整備
② 防災機能を備えた施設づくり・災害時の地域防災拠点としての施設・避難場所の機能、広域圏の支援機能を有する施設・女性や子どもに配慮した防災施設
③ 景観・環境に配慮した施設づくり・町の「顔」となる魅力的でシンボル的な施設・自然との共生などに十分配慮した施設整備
④ 交通アクセスを考えた施設づくり・自動車交通はもとより、歩行者交通も含めた交　通動線のあり方を検討・競技会やイベントが開催されるピーク時にも対　応できる駐車・駐輪場整備

避難避難施施設（総合体育館）設（総合体育館）をを核とした核とした
防災公園の整防災公園の整備備　町では、今年を「未来への投資元年」と位置づけ、次へのステージに向けた政策に着手しています。その具体策の一つとして、㈱不二トッコン工場跡地を活用した「スポーツ・文化ゾーン整備方針（試案）」をまとめ、今後、土地の取得や総合体育館・防災施設などの整備に向けた取り組みを進めます。
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整
備
予
定
地
を憶
ス
ポ
ー
ツ
施
設

ゾ
ー
ン
、臆
文
化
・
緑
地
広
場
ゾ
ー
ン
、

桶
遊
び
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ゾ
ー

ン
、牡
駐
車
場
ゾ
ー
ン
の
４
つ
に
区
分

し
、
施
設
の
整
備
や
利
用
を
検
討
し
ま

す
。　自動車や自転車などでの来園者を円滑に処理する駐車・駐輪場を中心に整備します。総合運動場との連携を含めた駐車場の配置に留意します。

　文化の発信・情報交流、園内散歩、遊具の利用など多様な活動の場を提供していくゾーンです。まとまりのある広場空間として整備します。
施設の例
文化の発信と交流のできる施設・緑地、花壇・多目的広場など・公園（防災機能を併わせ持つ）・非常用トイレ・公園内および周辺の非常用照明

　子どもの遊びや野外での軽スポーツを通じた町民の交流や健康増進を図ることを目的としたゾーンです。総合体育館との一体的な施設整備や利用を検討します。
施設の例
子どもの広場・遊具
ニュースポーツ施設・フットサルなど・災害時支援物資集配および輸送所

施設の例
駐車・駐輪場・自動車・自転車置場・バイク置場・イベント広場・災害時の応援部隊の集合場所など

　スポーツを通じた人々の交流や、健康増進を目的としたゾーンです。災害発生時には、防災および避難場所としての機能を併わせ持つ施設整備を検討します。
情報関連施設・非常用放送設備　　（公園内の放送システム）・非常用通信設備（防災行政無線など）
エネルギー、照明関連施設・非常用電源設備（自家発電施設）

施設の例
総合体育館・建築延床面積（約4,800㎡相当）・観客席500人程度設置・避難所、防災情報センター
防災備蓄倉庫・備蓄倉庫および本部補完施設
耐震性貯水槽・飲料用水、防火・消火用水、生活用　水など

■ 整備予定地の土地の概要
　（取得に向け交渉中）

内容項目 ㈱不二トッコン工場跡地敷地 柴田町大字船岡字上大原 地内所在地 30,614.40㎡（9,260.85坪）敷地面積 宅地地目 ・用途地域：工業地域用途地域など ・建ぺい率：60％・容積率：200％4億5000万円 以下　単価（坪）48,592円 以下購入予定価格

ゾ
ー
ニ
ン
グ
の
考
え
方



　東日本大震災では、福島第一原子力発電所の事故に
より、食の安全について脅かされる事態となり、多く

の方が不安を感じています。このことから、科学的な
根拠に基づく正しい情報を伝え、私たちの「食」につ

いて正しく理解し自ら判断する機会として、7月　日14
に食育推進講演会を槻木生涯学習センターで開催しま

した。この講演会の内容を皆さんへ紹介します。
現
在
の
状
況

　

現
在
、
放
射
性
ヨ
ウ
素
は
ほ
と
ん

ど
な
く
な
り
、
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
が

世
界
中
に
広
が
っ
て
い
る
状
況
で

す
。

　

除
染
を
行
う
と
、
放
射
性
物
質
が

そ
の
場
か
ら
消
え
て
な
く
な
っ
た

よ
う
に
思
え
ま
す
が
、
人
に
影
響
の

な
い
場
所
に
移
し
た
だ
け
で
、
人
為

的
に
分
解
す
る
こ
と
は
不
可
能
で

す
。
遠
ざ
け
て
自
然
に
な
く
な
る

の
を
待
つ
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

放
射
線
の
影
響

　

人
へ
の
影
響
の
大
き
さ
は
、
放
射

線
の
量
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

　

人
は
、
放
射
線
を
た
く
さ
ん
浴
び

る
と
細
胞
が
死
に
、
死
ん
だ
細
胞
の

数
が
多
い
と
生
命
体
と
し
て
も
死

に
至
り
ま
す
。
低
い
線
量
で
は
細

胞
は
死
な
ず
、
す
ぐ
に
症
状
が
出
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
遺

伝
子
が
傷
つ
い
て
し
ま
い
ま
す
。

　

遺
伝
子
は
、
日
光
や
化
学
物
質
な

ど
で
も
傷
つ
く
た
め
、
生
き
物
は
修

復
シ
ス
テ
ム
を
備
え
て
い
ま
す
。

人
は
、
日
々
傷
つ
け
ら
れ
た
細
胞
を

修
復
し
て
生
き
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
う
ま
く
修
復
で
き
な
い
こ
と
も

あ
り
、
遺
伝
子
が
傷
つ
い
た
異
常
細

胞
が
増
殖
し
て
大
き
く
な
り
ま
す
。

こ
れ
が
、「
が
ん
」で
す
。
遺
伝
子
が

傷
つ
け
ら
れ
て
か
ら
が
ん
に
な
る

ま
で
に
は
何
段
階
も
の
ス
テ
ッ
プ

が
あ
り
、
生
き
物
は
そ
こ
で
食
い
止

め
る
機
能
も
持
っ
て
い
ま
す
が
、
不

幸
に
も
が
ん
へ
と
進
ん
で
し
ま
う

場
合
も
あ
り
ま
す
。
ど
ち
ら
に
な

る
か
は
、
運
に
よ
っ
て
違
い
ま
す
し
、

個
人
の
免
疫
力
に
も
左
右
さ
れ
ま

す
。
そ
の
た
め
、
同
じ
数
値
の
低
い

線
量
で
あ
っ
て
も
、「
が
ん
」に
な
る

人
と
な
ら
な
い
人
が
出
て
き
ま
す
。

　

1
0
0
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
の
被

ば
く
で
亡
く
な
る
人
は
、
0
・
5
％

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
人
は
、
放

射
線
被
ば
く
が
な
く
て
も
1
0
0

0
人
中
3
0
0
人
は
「
が
ん
」
で
亡

く
な
っ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
原
発

事
故
で
放
射
線
1
0
0
ミ
リ
シ
ー

ベ
ル
ト
の
被
ば
く
を
し
た
と
き
、

「
が
ん
」
で
亡
く
な
る
人
が
5
人
増

え
て
3
0
5
人
に
な
る
と
い
う
こ

と
で
す
。

　

1
0
0
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
以
下

で
は
、
ど
の
程
度
の
リ
ス
ク
が
あ
る

か
不
明
で
す
。
リ
ス
ク
が
小
さ
く

科
学
的
な
調
査
で
は
、
喫
煙
な
ど
ほ

 基礎知識
放射性物質…放射線を出す物質
物理的半減期…放射性物質の量が半分になるまでの
　時間（放射性ヨウ素の物理的半減期は8日、放射
　性セシウム134は2年、放射性セシウム137は
　約30年）
ベクレル（Bq）…放射性物質が放射線を出す能力（放
　射能の強さ）を表す単位
シーベルト（Sv）…人体が受けた放射線による影響度
　合いを表す単位

4

科学ライター
 松永 　
まつなが

 和  紀  氏
わ き

Profile
毎日新聞社の記者として、
10年間勤めた後に独立。
フリーの科学ライターと
して現在活躍中。



か
の
要
因
と
区
別
が
で
き
な
く

な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。

　

1
0
0
0
人
中
3
0
0
人
が
「
が

ん
」
で
亡
く
な
る
こ
と
を
考
え
る
と
、

低
線
量
の
被
ば
く
よ
り
塩
分
の
過

剰
摂
取
や
肥
満
、
運
動
不
足
、
喫
煙
、

飲
酒
な
ど
生
活
習
慣
に
よ
る
発
が

ん
リ
ス
ク
の
方
が
大
き
く
、
こ
れ
に

気
を
付
け
れ
ば
、
1
0
0
ミ
リ
シ
ー

ベ
ル
ト
以
下
の
被
ば
く
の
リ
ス
ク

は
十
分
に
挽
回
で
き
る
と
、
私
は
考

え
て
い
ま
す
。

子
ど
も
と
放
射
線

　

子
ど
も
は
放
射
線
に
弱
い
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

原
子
爆
弾
が
落
ち
た
広
島
・
長
崎

の
調
査
か
ら
は
、
全
集
団
と
比
べ
3

倍
程
度
発
が
ん
リ
ス
ク
が
高
く
、
成

人
と
子
ど
も
を
比
べ
る
と
、
5
～
6

倍
高
い
と
い
う
の
が
現
在
の
科
学

者
の
大
多
数
の
意
見
で
す
。

　

子
ど
も
と　

歳
の
大
人
が
、
そ
れ

70

ぞ
れ　

年
後
に
「
が
ん
」
に
な
っ
た

10

場
合
で
は
、
人
生
の
意
味
合
い
が
全

く
違
う
た
め
、
子
ど
も
に
十
分
に
注

意
す
る
と
い
う
の
は
当
然
で
す
。

　

た
だ
し
、
1
0
0
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル

ト
以
下
の
放
射
線
量
で
、
子
ど
も
の

発
が
ん
リ
ス
ク
が
上
が
る
と
い
う

直
接
的
証
拠
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、
多
く
の
人
が
誤
解
し
て
い
ま
す

が
、
放
射
性
物
質
は
「
体
内
に
入
る

と
蓄
積
さ
れ
排
出
さ
れ
な
い
」
と
い

う
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

放
射
性
セ
シ
ウ
ム
は
体
内
に

入
っ
て
も
排
出
さ
れ
ま
す
。
大
人

は
、
約
半
分
に
な
る
ま
で
に　

日
程

90

度
か
か
り
、
1
8
0
日
で
さ
ら
に
半

分
、
3
年
で
ほ
ぼ
な
く
な
り
ま
す
。

1
～
9
歳
は
約　

日
、
乳
児
は
、
約

38

9
日
間
で
半
分
に
な
り
ま
す
。

放
射
能
汚
染
ゼ
ロ
の
追
求
は
無
理
、

ほ
ど
ほ
ど
で
い
い

　

今
回
の
事
故
で
、
人
々
が
ど
れ
く

ら
い
被
ば
く
し
た
か
に
つ
い
て
は
、

福
島
県
で
は
県
民
健
康
管
理
調
査

が
続
い
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
の
と
こ

ろ
、
外
部
か
ら
の
被
ば
く
し
た
線
量

は
原
発
に
近
い
相
双
地
域
や
県
北

地
域
で
も
、　

・
8
％
の
人
が
3
ミ

99

リ
シ
ー
ベ
ル
ト
未
満
と
な
っ
て
い

ま
す
。
食
品
や
呼
吸
に
よ
り
放
射

性
物
質
を
体
の
中
に
取
り
込
ん
で

被
ば
く
し
た
線
量
も
少
な
く
、
推
定

で
年
間
0
・
1
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
程

度
と
み
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

原
発
に
近
い
地
域
で
も
、
被
ば
く

線
量
の
推
計
は
リ
ス
ク
が
明
ら
か

に
な
る
1
0
0
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト

に
比
べ
か
な
り
少
な
い
、
と
い
う
こ

と
を
理
解
し
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
事
故
で
放
射
線
量
が
高
く

な
っ
た
こ
と
は
事
実
で
す
が
、
こ
れ

ま
で
の
歴
史
で
放
射
線
ゼ
ロ
の
世

界
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

日
本
で
は
、
個
人
が
年
間
平
均

1
・
5
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
の
放
射
線

を
宇
宙
や
大
地
な
ど
か
ら
浴
び
て

い
ま
す
。
柴
田
町
の
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
ポ
ス
ト
で
は
、
空
間
放
射
線
量
が

1
時
間
あ
た
り
0
・
0
8
マ
イ
ク
ロ

シ
ー
ベ
ル
ト
で
す
が
、
関
西
な
ど
も

と
も
と
線
量
が
高
い
と
こ
ろ
も
あ

り
、
福
岡
に
は
0
・
1
0
マ
イ
ク
ロ

シ
ー
ベ
ル
ト
に
近
い
と
こ
ろ
も
あ

り
ま
す
。

　

食
品
に
は
、
放
射
性
カ
リ
ウ
ム
や

放
射
性
炭
素
な
ど
自
然
の
放
射
性

物
質
が
含
ま
れ
、
だ
れ
も
が
食
べ
て

い
ま
し
た
。
1
9
5
0
～
1
9
6

0
年
代
に
は
世
界
中
で
核
実
験
が

行
わ
れ
、
相
当
の
放
射
性
物
質
が

降
っ
て
い
ま
し
た
。

放
射
性
ヨ
ウ
素

　

放
射
性
ヨ
ウ
素
の
物
理
的
半
減

期
は
8
日
で
、
今
は
ほ
と
ん
ど
存
在

し
ま
せ
ん
。

　

放
射
性
ヨ
ウ
素
は
、
体
内
に
入
る

と
、
甲
状
腺
に
集
ま
る
性
質
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
た
め
、
子
ど
も
は
甲
状

腺
が
ん
の
リ
ス
ク
が
高
ま
り
ま
す
。

　

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
子
力
発
電

所
事
故
で
放
出
さ
れ
た
放
射
性
物

質
の
量
は
、
福
島
第
一
原
子
力
発
電

所
事
故
の
お
よ
そ　

倍
と
言
わ
れ

10

て
い
ま
す
。

　

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
で
は
、
約
6
0

0
0
人
の
子
ど
も
が
甲
状
腺
が
ん

に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
と
き
の
要

因
の
多
く
は
牛
乳
で
し
た
。
牛
が

放
射
性
ヨ
ウ
素
の
付
着
し
た
牧
草

を
食
べ
、
濃
縮
さ
れ
た
放
射
性
ヨ
ウ

素
が
牛
乳
に
含
ま
れ
、
そ
れ
を
飲
ん

だ
子
ど
も
た
ち
が
甲
状
腺
が
ん
に

な
り
ま
し
た
。

　

日
本
で
も
牛
乳
が
怖
が
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
と
日

本
で
は
状
況
が
ま
っ
た
く
違
い
ま

す
。
日
本
の
乳
牛
は
、
牛
舎
で
飼
育

さ
れ
て
い
る
た
め
汚
染
は
少
な
く
、

牧
草
も
原
発
事
故
が
3
月
だ
っ
た

た
め
ま
だ
生
え
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
ま
た
、
地
震
の
影
響
で
牛
乳
の

収
集
や
販
売
が
で
き
な
か
っ
た
地

域
も
多
く
、
酪
農
家
も
素
早
く
対
策

を
取
り
ま
し
た
。

　

日
本
人
は
、
ී
段
か
ら
ヨ
ウ
素
を

多
く
含
Ή
食
品
で
あ
る
ί
ン
ブ
な

ど
の
ւ
૶
を
多
く
摂
っ
て
い
ま
す
。

ී
段
か
ら
甲
状
腺
に
ヨ
ウ
素
が
あ

る
と
、
放
射
性
ヨ
ウ
素
は
甲
状
腺
に

集
ま
り
に
く
く
な
り
、
体
外
に
排
出

5

■発がんリスクの比較
がんになるリスク原　　因

1.8倍1,000～2,000 mSvの放射線を受けた場合
1.6倍喫煙、飲酒（毎日3合以上）
1.29倍痩せ過ぎ
1.22倍肥満
1.19倍200～500 mSvの放射線を受けた場合

1.15～1.19倍運動不足
1.11～1.15倍塩分の取り過ぎ

1.08倍100～200 mSvの放射線を受けた場合
1.06倍野菜不足

※出典／文部科学省「放射線に関する副読本」（高校生用）



さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
条
件
を
検
討
す
る
と
、

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
の
よ
う
に
甲
状

腺
が
ん
が
増
え
る
こ
と
は
な
い
と

言
い
き
っ
て
い
る
科
学
者
も
い
ま

す
。
現
在
の
日
本
の
牛
乳
は
ま
っ

た
く
問
題
あ
り
ま
せ
ん
。

放
射
性
セ
シ
ウ
ム

　

今
後
、
気
を
付
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
は
、
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
で
す
。

　

私
た
ち
は
、
こ
れ
ま
で
も
放
射
性

セ
シ
ウ
ム
が
ゼ
ロ
の
食
品
を
食
べ

て
き
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

1
9
6
4
年
に
は
、
粉
ミ
ル
ク
で
1

キ
ロ
グ
ラ
ム
あ
た
り
3
0
0
ベ
ク

レ
ル
と
い
う
値
が
出
て
い
ま
す
。

こ
の
ミ
ル
ク
を
毎
日
飲
ん
で
い
た

年
代
の
人
に
が
ん
が
多
い
の
か
と

い
う
と
、
他
の
年
代
と
差
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

昨
年
、
大
手
粉
ミ
ル
ク
製
造
業
者

は
、
暫
定
規
制
値
を
下
回
っ
て
い
た

粉
ミ
ル
ク
に
つ
い
て
、　

ベ
ク
レ
ル

31

と
少
し
高
め
の
数
値
が
出
た
と
し

て
、
取
り
換
え
を
行
い
ま
し
た
。

　
　

年
近
く
前
は
、
知
ら
ず
に
3
0

50
0
ベ
ク
レ
ル
の
ミ
ル
ク
を
飲
ん
で

い
ま
し
た
が
、
現
在
で
は
非
常
に
低

い
数
値
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で

す
。

新
基
準
値
に
つ
い
て

　

国
は
、
今
年
3
月
ま
で
は
、
暫
定

規
制
値
で
規
制
し
て
き
ま
し
た
が
、

4
月
に
下
げ
ま
し
た
。
ほ
と
ん
ど

の
食
品
が
1
0
0
ベ
ク
レ
ル
に
、
子

ど
も
が
多
く
摂
る
牛
乳
や
乳
児
用

食
品
は　

ベ
ク
レ
ル
に
な
り
ま
し

50

た
。

　

暫
定
規
制
値
で
は
安
全
で
は
な

か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
う
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

放
射
性
セ
シ
ウ
ム
1
3
7
が
5

0
0
ベ
ク
レ
ル
の
食
品
を
1
キ
ロ

グ
ラ
ム
食
べ
る
と
、
被
ば
く
線
量
は

0
・
0
0
6
5
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
と

な
り
ま
す
。
1
回
食
べ
て
も
、
健
康

へ
の
影
響
は
事
実
上
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
食
べ
続
け
て
ど
ん
ど
ん
被

ば
く
線
量
が
増
え
て
行
っ
て
は
い

け
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
、
5
0
0
ミ
リ

シ
ー
ベ
ル
ト
で
線
引
き
を
し
て
、
こ

れ
を
上
回
る
食
品
は
流
通
さ
せ
な

い
よ
う
に
し
た
の
で
す
。

　

暫
定
規
制
値
や
基
準
値
は
、
危
険

と
安
全
の
境
目
で
は
な
く
「
こ
れ
を

超
え
る
数
値
の
食
品
を
食
べ
続
け

る
と
、
被
ば
く
線
量
が
増
え
続
け
る

た
め
、
流
通
さ
せ
な
い
よ
う
に
す

る
」
と
い
う
管
理
の
目
安
で
す
。
5

0
5
ベ
ク
レ
ル
の
食
品
は
危
険
、
4

9
5
ベ
ク
レ
ル
の
食
品
が
安
全
と

い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

事
故
当
初
は
、
放
射
性
セ
シ
ウ
ム

と
放
射
性
ス
ト
ロ
ン
チ
ウ
ム
を
合

わ
せ
て
年
間
5
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト

ま
で
、
食
品
は
5
0
0
ベ
ク
レ
ル
、

牛
乳
は
2
0
0
ベ
ク
レ
ル
ま
で
我

慢
し
て
い
ま
し
た
。
5
ミ
リ
シ
ー

ベ
ル
ト
な
ら
、
発
が
ん
リ
ス
ク
が
明

白
な
1
0
0
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
に

は
ほ
ど
遠
い
の
で
、「
少
し
我
慢
し

よ
う
」
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
の
で
す
。

そ
の
後
、
汚
染
が
大
き
く
軽
減
さ
れ

た
の
で
「
も
っ
と
厳
し
い
数
値
を
」

と
い
う
こ
と
で
、
年
間
の
被
ば
く
線

量
の
上
限
を
1
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト

に
ま
で
下
げ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
し
た
が
っ
て
、
具
体
的
な
基
準

値
も
下
が
っ
た
の
で
す
。

　

な
ぜ
、
事
故
当
初
か
ら
1
ミ
リ

シ
ー
ベ
ル
ト
に
し
な
か
っ
た
の
で

し
ょ
う
か
。
も
し
、
事
故
直
後
に
1

ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
と
い
う
線
引
き

を
し
て
い
た
ら
、
多
く
の
食
品
を
廃

棄
し
、
食
べ
物
や
飲
料
水
が
不
足
す

る
な
ど
、
社
会
的
に
パ
ニ
ッ
ク
に
陥

る
恐
れ
が
あ
っ
た
で
し
ょ
う
。

伝
え
な
い
マ
ス
メ
デ
ィ
ア

　

厚
生
労
働
省
の
ま
と
め
で
は
、
今

年
3
月
ま
で
に
約　

万
件
の
食
品

13

を
検
査
し
、
暫
定
規
制
値
を
超
え
た

の
は
1
2
0
4
件
で
、
今
年
4
月
か

ら
6
月
ま
で
に
は
、
約
5
万
件
を
検

査
し
新
基
準
値
を
超
え
た
の
は
9

8
5
件
で
し
た
。
そ
の
う
ち
3
割

は
福
島
県
産
の
魚
で
し
た
が
、
福
島

県
で
は
沿
岸
漁
業
を
本
格
再
開
し

て
お
ら
ず
、
漁
は
検
査
の
た
め
に

行
っ
た
も
の
で
し
た
。

　

基
準
値
を
超
え
た
も
の
は
マ
ス

メ
デ
ィ
ア
で
取
り
上
げ
ら
れ
、
福
島

県
の
魚
が
市
場
に
流
通
し
て
い
る

よ
う
な
誤
解
も
生
ま
れ
ま
し
た
。

基
準
値
を
超
え
て
い
な
い
残
り
の

約
4
万
9
0
0
0
件
に
つ
い
て
、
ほ

と
ん
ど
報
道
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

宮
城
県
も
、
調
査
が
行
わ
れ
て
お

り
、
4
月
か
ら
3
カ
月
間
で
3
7
4

0
件
を
検
査
し
て
基
準
値
を
超
え

た
の
は
原
木
シ
イ
タ
ケ
、
コ
シ
ア
ブ

ラ
な
ど
の
山
菜
類
、
野
生
イ
ノ
シ
シ

な
ど　
件
で
、
こ
れ
ら
は
県
ホ
ー
ム

92

ペ
ー
ジ
で
公
表
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

基
準
値
を
上
回
る
食
品
は
、
出
荷

規
制
が
掛
か
っ
て
い
ま
す
。

　

年
間
5
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
ま
で

我
慢
と
し
て
設
定
さ
れ
た
暫
定
規

制
値
で
す
が
、
実
際
の
汚
染
の
程
度

は
こ
の
規
制
値
を
大
き
く
下
回
っ

て
い
ま
し
た
。
4
月
以
降
も
、
出

回
っ
て
い
る
食
品
の
多
く
は
検
出

限
界
未
満
で
す
。
実
際
に
食
べ
て

い
る
食
事
も
測
定
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
は
も
う
ほ
と

ん
ど
含
ま
れ
て
い
な
い
結
果
が
出

て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
食
品
か

ら
の
被
ば
く
線
量
は
1
ミ
リ
シ
ー

ベ
ル
ト
も
下
回
り
、
非
常
に
低
い
と

推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

で
も
、
不
安
は
残
っ
た
ま
ま
。
そ

れ
は
や
っ
ぱ
り
、
情
報
が
う
ま
く
伝

え
ら
れ
て
い
な
い
た
め
で
す
。

　

た
と
え
ば
、
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
は
、

生
育
中
に
葉
を
広
げ
る
た
め
、
事
故

直
後
に
落
ち
て
く
る
放
射
性
物
質

6

（単位：Bq/㎏） 　　
新基準値

（年間1mSvまで）
暫定規制値

（年間5mSvまで）
10飲料水　お茶も含む200飲料水
50牛乳200牛乳・乳製品

100一般食品500
野菜類
穀類
肉･卵･魚･その他

50
乳児用食品 
粉ミルク、フォローアップ
ミルク、ベビーフードなど

■厚生労働省が定める放射性セシウムの新基準値

※出典／文部科学省「放射線審議会資料」



る
あ
ま
り
、
代
替
の
食
品
で
リ
ス
ク

を
被
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

　

牛
乳
の
代
わ
り
に
豆
乳
を
飲
ま

せ
る
と
、
別
の
リ
ス
ク
が
浮
上
し
て

き
ま
す
。
大
豆
に
は
、
イ
ソ
フ
ラ
ボ

ン
と
い
う
女
性
ホ
ル
モ
ン
に
よ
く

似
た
物
質
を
多
く
含
ん
で
い
る
た

め
、
中
年
以
降
の
女
性
が
よ
く
食
べ

る
と
い
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

食
品
安
全
委
員
会
で
は
、
子
ど
も
や

妊
婦
が
あ
え
て
過
剰
に
摂
取
す
る

こ
と
は
勧
め
て
い
ま
せ
ん
。
食
品

を
代
替
す
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て

は
、
食
品
の
性
質
に
応
じ
て
対
処
し

な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

い
ま
、
科
学
者
が
言
っ
て
い
る
の

は
、
バ
ラ
ン
ス
の
い
い
食
事
が
体
も

こ
こ
ろ
も
守
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

食
品
の
放
射
能
汚
染
の
程
度
は

も
う
非
常
に
低
く
問
題
あ
り
ま
せ

ん
。
い
ろ
い
ろ
な
も
の
を
バ
ラ
ン

ス
良
く
食
べ
る
こ
と
が
、
発
が
ん
リ

ス
ク
を
抑
え
る
食
事
に
な
り
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
に
伝
わ
っ
て
い
る
情

報
は
歪
ん
で
い
ま
す
。
そ
れ
は
国

と
自
治
体
の
情
報
提
供
が
不
足
し

て
い
た
こ
と
、
そ
れ
に
加
え
て
メ

デ
ィ
ア
が
売
れ
た
い
・
批
判
さ
れ
た

く
な
い
と
い
う
思
い
か
ら
偏
っ
た

報
道
を
し
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら

を
踏
ま
え
、
情
報
を
集
め
た
際
に
は

自
分
で
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

行
政
情
報
は
信
頼
度
が
比
較
的

高
く
、
今
出
て
い
る
数
値
に
ご
ま
か

し
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
は
、
デ
マ
も

多
い
た
め
、
信
頼
で
き
る
と
こ
ろ
の

情
報
を
見
て
く
だ
さ
い
。
生
産
者

に
、
取
り
組
み
や
対
策
を
し
て
い
る

か
聞
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

放
射
能
に
つ
い
て
、
あ
な
ど
っ
て

は
い
け
な
い
し
、
恐
れ
す
ぎ
て
も
い

け
ま
せ
ん
。
ゼ
ロ
に
は
出
来
ま
せ

ん
が
、
み
ん
な
で
協
力
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。

を
葉
で
受
け
止
め
て
し
ま
い
ま
し

た
。
そ
の
ま
ま
測
る
と
8
万
ベ
ク

レ
ル
と
高
い
数
値
が
出
ま
し
た
。

直
接
付
着
し
た
も
の
の
多
く
は
出

荷
制
限
に
な
り
、
市
場
に
は
流
通
し

ま
せ
ん
で
し
た
。
放
射
性
物
質
が

土
壌
に
落
ち
、
根
か
ら
吸
収
す
る
と

の
考
え
も
あ
り
ま
し
た
が
、
野
菜
の

場
合
、
根
か
ら
は
ほ
と
ん
ど
吸
収
で

き
な
い
と
い
う
こ
と
、
放
射
性
セ
シ

ウ
ム
は
土
壌
に
吸
着
さ
れ
て
、
野
菜

の
根
か
ら
入
れ
な
い
性
質
だ
と
い

う
こ
と
が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
が
報
道
さ
れ

な
い
た
め
、
今
年
の
春
先
の
ホ
ウ
レ

ン
ソ
ウ
ま
で
「
数
値
が
高
い
に
決

ま
っ
て
い
る
」「
買
っ
て
は
い
け
な

い
」
と
勘
違
い
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し

た
。

情
報
の
伝
え
方

　

国
も
自
治
体
も
情
報
提
供
が
足

り
な
か
っ
た
の
に
加
え
、
マ
ス
メ

デ
ィ
ア
の
報
道
が
と
て
も
危
険
で

怖
い
視
点
で
皆
さ
ん
に
伝
え
ま
し

た
。

　

あ
る
週
刊
誌
で
は
「
福
島
の
海
を

第
二
の
水
俣
に
す
る
の
か
」
と
の
記

事
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ

れ
を
見
れ
ば
、
海
産
物
を
子
ど
も
に

絶
対
食
べ
さ
せ
て
は
い
け
な
い
と

思
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
流
れ
出
た

放
射
性
物
質
と
水
俣
病
の
原
因
に

な
っ
た
メ
チ
ル
水
銀
は
、
全
く
性
質

が
違
う
と
い
う
報
道
が
さ
れ
な

か
っ
た
の
で
す
。
メ
チ
ル
水
銀
は
、

生
物
の
体
内
に
入
る
と
排
出
さ
れ

に
く
い
も
の
で
、
放
射
性
セ
シ
ウ
ム

は
排
出
さ
れ
や
す
い
も
の
で
す
。

特
に
、
海
に
い
る
魚
は
放
射
性
セ
シ

ウ
ム
を
排
出
し
ま
す
。
メ
チ
ル
水

銀
の
よ
う
に
体
内
に
留
ま
り
、
ど
ん

ど
ん
濃
縮
し
て
い
く
と
い
う
の
は

科
学
的
に
間
違
い
で
す
。

　

な
ぜ
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
起
こ

る
か
と
い
う
と
、
読
者
を
怖
が
ら
せ

る
方
が
週
刊
誌
は
売
れ
る
か
ら
で

す
。
危
険
だ
と
言
う
情
報
は
お
金

を
出
し
て
で
も
買
っ
て
、
頭
に
入
れ

て
お
き
た
い
の
が
人
の
心
理
で
す
。

週
刊
誌
の
部
数
を
伸
ば
し
た
の
も
、

怖
い
情
報
が
載
っ
て
い
る
も
の
で

し
た
。
テ
レ
ビ
で
も
、
視
聴
率
を
上

げ
た
い
と
思
う
と
、
ど
う
し
て
も
怖

い
も
の
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

良
い
食
生
活
を
送
る
に
は
、
化
学

的
リ
ス
ク
・
生
物
学
的
リ
ス
ク
・
物

理
学
的
リ
ス
ク
に
注
意
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
中
で
、
昨
年
は
、
放
射

性
物
質
に
だ
け
ス
ポ
ッ
ト
が
当

た
っ
て
い
ま
し
た
。
放
射
性
物
質

に
気
を
と
ら
れ
る
あ
ま
り
、
ほ
か
の

こ
と
が
疎
か
に
な
っ
て
は
い
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　
「
和
食
は
放
射
性
物
質
を
排
出
し

や
す
い
」「
味
噌
を
た
く
さ
ん
食
べ

る
と
放
射
性
物
質
を
排
出
す
る
こ

と
が
で
き
る
」
と
い
っ
た
情
報
も
出

ま
し
た
。
和
食
の
根
拠
は
な
く
、
味

噌
も
根
拠
が
薄
い
も
の
で
し
た
。

　

高
い
放
射
線
量
を
当
て
た
ネ
ズ

ミ
を
使
っ
た
実
験
で
は
、
エ
サ
の
1

割
を
乾
燥
さ
せ
た
味
噌
に
し
て
、
回

復
の
デ
ー
タ
を
見
ま
し
た
。
味
噌

を
食
べ
て
い
る
ネ
ズ
ミ
の
細
胞
は
、

ご
く
わ
ず
か
回
復
の
程
度
が
い
い

と
い
う
結
果
に
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
人
間
の
食
生
活
で
は
、
味

噌
を
食
事
の
1
割
に
す
る
の
は
無

理
な
話
で
す
。

　

味
噌
汁
は
、
高
塩
分
で
1
杯
2
グ

ラ
ム
ほ
ど
の
塩
分
を
摂
取
し
て
し

ま
い
ま
す
。
世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ

Ｏ
）
の
塩
分
摂
取
量
の
推
奨
が
、
一

日
6
グ
ラ
ム
、
味
噌
汁
は
ど
ん
ど
ん

飲
ん
で
は
い
け
ま
せ
ん
。
放
射
性

物
質
を
排
出
し
よ
う
と
し
て
味
噌

汁
を
多
く
飲
む
と
、
塩
分
を
過
剰
に

摂
取
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

同
時
に
発
が
ん
リ
ス
ク
が
上
が
る

こ
と
に
も
な
り
ま
す
。

　

特
定
の
食
品
の
放
射
能
を
恐
れ

7

　分かりやすくて良かったです。このごろは、魚についての不安がありましたが、安心しました。
　放射能に対して「神経質になり過ぎると、健康に悪いのでは」と思っていたところ、今回の講演で肯定されました。　自宅では、自家菜園を行っているため、放射能の低減策のアドバイスが欲しいです。
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9
月
に
入
り
、
今
年

度
も
半
年
が
過
ぎ
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。

平
成　

年
度
の
予
算

24

約
1
2
3
億
円
の
執

行
は
、
東
日
本
大
震
災

の
復
旧
工
事
分
も
あ
り
多
少
遅
れ
気
味
で

す
が
、
特
に
問
題
は
起
き
て
い
ま
せ
ん
。

　

9
月
3
日
か
ら
は
、
第
2
回
定
例

会
が
開
か
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

特
に
9
月
議
会
は
、
決
算
議
会
と
も

呼
ば
れ
、
平
成　

年
度
の
収
入
や
支

23

出
が
審
議
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

平
成　

年
度
の
決
算
状
況
は
、
収

23

入
が
1
3
6
億
1
0
0
0
万
円
、
支

出
が
1
2
8
億
9
0
0
0
万
円
、
翌

年
度
に
繰
り
越
す
べ
き
財
源
が
約
6

億
7
0
0
0
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
5
0
0
0
万
円
の
黒
字

と
な
っ
た
ほ
か
、
財
政
調
整
基
金
な

ど
の
い
わ
ゆ
る
貯
金
も
、
柴
田
町
始

ま
っ
て
以
来
の　

億
7
0
0
0
万
円
と
な

12

り
、
財
務
体
質
の
改
善
を
み
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
一
番
に
力
を
入
れ
た
の
が
、
介
護
、

医
療
、
福
祉
、
子
育
て
支
援
な
ど
の
民
生
費

で
、
次
に
、
道
路
の
新
設
や
改
良
、
水
害
対

策
な
ど
の
土
木
費
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
は
、
決
算
へ
の
関
心
は
、
予
算

に
比
べ
て
あ
ま
り
高
く
な
く
、
決
算
を
分
析

し
て
次
の
予
算
に
反
映
さ
せ
て
い
く
慣
行

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
各
自
治

体
の
財
政
が
悪
化
す
る
に
及
ん
で
、
民
間
の

経
営
手
法
を
取
り
入
れ
た
行
政
評
価
制
度

の
重
要
性
が
高
ま
り
、
計
画
策
定
（
Ｐ
）、
実

施
（
Ｄ
）、
検
証
（
Ｃ
）
そ
し
て
見
直
し
（
Ａ
）

と
い
っ
た
「
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
（
プ
ラ
ン
、
ド
ゥ
、

チ
ェ
ッ
ク
、
ア
ク
シ
ョ
ン
）
サ
イ
ク
ル
」
に

よ
る
、
不
断
の
政
策
や
事
業
の
見
直

し
が
必
要
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　

平
成　

年
度
の
決
算
に
つ
い
て

23

チ
ェ
ッ
ク
（
Ｃ
）
を
し
て
み
れ
ば
、
そ

の
財
務
内
容
や
事
業
の
成
果
に
つ
い

て
は
、
及
第
点
を
い
た
だ
け
る
も
の

と
思
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
ま
だ

十
分
と
は
い
え
な
い
乳
幼
児
医
療
の

中
学
生
ま
で
の
無
料
化
（
入
院
）
の
ほ

か
、
地
上　

㎝
で
0
・
2
マ
イ
ク
ロ

50

シ
ー
ベ
ル
ト
を
超
え
る
児
童
施
設
や

公
園
、
小
中
学
校
校
庭
の
除
染
、
水
害

対
策
に
つ
い
て
は
、
9
月
補
正
予
算
で
ア
ク

シ
ョ
ン
（
Ａ
）
を
起
こ
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
の
考
え
方

を
徹
底
し
、
前
例
踏
襲
や
単
な
る
予
算
の
積

み
上
げ
で
は
な
い
、
メ
リ
ハ
リ
の
効
い
た
予

算
編
成
に
つ
な
が
る
よ
う
、
決
算
に
関
す
る

議
会
の
審
議
内
容
を
生
か
し
て
い
き
ま
す
。

決決決決決決決決決決算算算算算算算算算算をををををををををを生生生生生生生生生生かかかかかかかかかか決算を生かすすすすすすすすすすす
　

銀
座
通
り
商
店
街
に
は
、
水
上
商
店
の

軒
先
で
新
鮮
野
菜
を
販
売
し
て
い
る
産
直

会
「
愛
菜
」
が
あ
り
ま
す
。

　
　

年
前
、
商
店
街
に
も
っ
と
多
く
の
人

13
が
訪
れ
て
欲
し
い
と
い
う
思
い
と
、
野
菜

を
販
売
す
る
お
店
が
な
か
っ
た
こ
と
か
ら

「
愛
菜
」
は
始
ま
り
ま
し
た
。
地
元
の
お

客
さ
ん
か
ら
は
、
新
鮮
で
安
く
て
お
い
し

い
野
菜
が
身
近
な
商
店
街
で
購
入
で
き
る

と
あ
っ
て
、
愛
さ
れ
る
直
売
所
と
な
り
ま

し
た
。

　

現
在
は
、
会
員　

人
が
新
鮮
野
菜
を
届

36

け
、
水
上
商
店
の
明
る
く
元
気
な
皆
さ
ん

が
笑
顔
で
迎
え
て
く
れ
る
直
売
所
で
す
。

　 
9
月
の
オ
ス
ス
メ

毅
ナ
ス　毅
キ
ャ
ベ
ツ　毅
ネ
ギ　毅
栗

 
場 
所

　

船
岡
中
央
２
丁
目
６－

２

　

銀
座
通
り
商
店
街
（
水
上

　

商
店
）

 
営
業
日
時

　

毎
週
月
～
土
曜
日

　

午
前
９
時
～
午
後
６
時

　
（
年
末
年
始
、
盆
期
間
を
除
く
）

 
主
な
販
売
品
目

季
節
の
野
菜
や
山
菜
、
花

苗
、
リ
ン
ゴ
の
ほ
か
、
農

家
自
慢
の
惣
菜
、
漬
物
な

ど
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　仕事や子育てなどが一段落されたみなさんのセカンドライフを応援します。
　人生の後半をよりよく生きていくためのヒントが詰まった実用本、新しい趣
味、大人の事始にふさわしい各種入門書などを展示します。ぜひ手に取ってみ
てください。

日時／9月15日（土）、22日（土）
 　　　11：00～12：00　※事前の申し込みは必要ありません。
場所／柴田町図書館（ふるさと文化伝承館1階奥の「集会室1」）
協力／絵本読み聞かせの会「おむすびころりん」
　　　図書館サポート委員会「ひよこちゃん」ほか

　
　柴田町図書館を含む「しばたの郷土館」では、館内壁面など
の修繕工事の実施のため、9月8日（土）まで全館臨時休館となっ
ています。利用者のみなさまには、大変ご不便をお掛けします
がご協力をお願いします。

■問  柴田町図書館（しばたの郷土館・ふるさと文化伝承館内）
　緯86-3820　FAX86-3821
　Eメール:library@town.shibata.miyagi.jp

柴田町図書館「9月」の休館日
※太字が休館日です

開 館 時 間
平日10:00～19:00

土・日曜日、祝日10:00～17:00

土金木水火月日 18765432
1514131211109
22212019181716
29282726252423

30

広 告広 告



12

ペットボトルは、300～400本を圧縮して、次の施設へ運ばれる

ドリブルのリレーでタイムアタック！

ボールを蹴って、点取り合戦！

　

8
月
2
日
、
家
庭
で
排
出
さ
れ
る

ご
み
の
行
方
を
追
っ
て
み
る
夏
休

み
企
画
が
、
槻
木
生
涯
学
習
セ
ン
タ

ー
主
催
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加

し
た　

人
の
親
子
は
、
仙
南
リ
サ
イ

14

ク
ル
セ
ン
タ
ー（
蔵
王
町
）を
訪
れ
、同

セ
ン
タ
ー
の
職
員
か
ら
分
別
方
法
や

施
設
な
ど
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

き
ち
ん
と
分
別
さ
れ
た
物
は
、
資
源

と
な
り
身
近
な
も
の
と
し
て
生
ま

れ
変
わ
り
ま
す
。
参
加
者
は
、
リ
サ

イ
ク
ル
す
る
た
め
に
は
、
家
庭
で
の

ご
み
を
排
出
す
る
際
の
協
力
が
重

要
だ
と
学
び
ま
し
た
。

　

8
月
4
日
、
船
岡
小
学
校
の
校

庭
に
て
第　

回
船
岡
地
区
子
ど
も

37

会
親
善
球
技
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
競
技
は
、
地
区
対
抗
戦
で

8
チ
ー
ム
に
よ
る
フ
ッ
ト
ベ
ー
ス

ボ
ー
ル
と
、　

チ
ー
ム
に
よ
る
フ

15

ッ
ト
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の
2
種

目
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
猛
暑
の
中
、

各
チ
ー
ム
が
一
丸
と
な
っ
て
試
合

に
臨
み
、
ボ
ー
ル
を
追
い
か
け
ま

し
た
。
フ
ッ
ト
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
は

新
田
チ
ー
ム
と
桜
ヶ
丘
チ
ー
ム
が
、

フ
ッ
ト
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
は
新

町
Ｂ
チ
ー
ム
が
優
勝
し
ま
し
た
。

ごみの行方を楽しく学ぶ

暑さに負けず、元気にプレー

広 告広 告



町内のどこへでも移動が可能です

協定書を取り交わす社会福祉法人常磐福祉会黒田理事長

　

新
た
な
公
共
交
通
シ
ス
テ
ム
と

し
て
期
待
さ
れ
て
き
た
、
デ
マ
ン

ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
運
行
が
8

月
6
日
に
始
ま
り
、
役
場
駐
車
場

で
出
発
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
式

典
に
は
、
滝
口
町
長
、
柴
田
町
商

工
会
大
槻
会
長
の
ほ
か
、
関
係
者

な
ど　

人
が
出
席
。
テ
ー
プ
カ
ッ

40

ト
後
、
4
台
の
は
な
み
ち
ゃ
ん
Ｇ

Ｏ
が
関
係
者
に
見
送
ら
れ
出
発
し

ま
し
た
。
利
用
に
は
、
事
前
に
利

用
登
録
が
必
要
で
、
料
金
は
、
大

人
3
0
0
円
、
小
学
生
1
5
0
円

の
回
数
券
払
い
と
な
り
ま
す
。

　

7
月　

日
、
水
道
業
務
経
験
者

18

の
職
員
Ｏ
Ｂ
で
組
織
す
る
水
和
会

（
会
員　

人
）
と
災
害
時
の
給
水

48

活
動
に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
ま

し
た
。
東
日
本
大
震
災
で
は
、
全

町
で
断
水
し
町
民
の
生
活
に
支
障

が
出
ま
し
た
。
協
定
で
は
、
断
水

時
に
山
田
沢
配
水
場
と
船
迫
中
学

校
の
給
水
所
3
カ
所
で
、
水
和
会

員
が
技
術
や
経
験
を
生
か
し
、
給

水
車
両
な
ど
へ
の
給
水
作
業
に
あ

た
り
ま
す
。
小
室
会
長
は
「
災
害

時
に
、
私
た
ち
の
技
術
を
生
か
し

て
協
力
し
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
　
　
　

大
規
模
災
害
時
に
、
高
齢

　
　
　

者
や
障
害
者
な
ど
避
難
所
で

自
立
し
た
生
活
を
送
れ
な
い
方
の
避

難
施
設
と
し
て
、
町
内
8
つ
の
高
齢

者
・
障
害
者
施
設
を
運
営
す
る
社
会

福
祉
法
人
や
医
療
法
人
な
ど
5
事
業

者
と
、
福
祉
避
難
所
の
設
置
運
営
等

に
関
す
る
協
定
を
7
月　

日
に
締
結

17

し
ま
し
た
。
協
定
で
町
は
、
施
設
が

災
害
時
に
対
象
者
を
受
け
入
れ
た
場

合
、
そ
の
費
用
を
負
担
。
日
常
生
活

用
品
や
食
料
な
ど
福
祉
避
難
所
の
運

営
に
必
要
な
物
資
の
調
達
な
ど
を
行

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

協定書を取り交わす水和会小室会長

13

災害に強いまちを目指して

はなみちゃん ＧＯ 軽快に出発！
ゴ ー

5事業者と福祉避難所設置の協定

仙南初 町職員OBと給水支援協定

広 告広 告
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しばらくは空を仰ぎし広島忌夕涼や明日は「いのち」の講演会すがる子を守る母の手ヒロシマ忌千年の大樹を抱き 蟬 の殻せみ
とうきびを 捥 もぐ母の腕 逞 しきたくま

物言はぬ原爆ドーム広島忌風鈴の音に献立決めかねし全身の 疼 き今なほ八月忌うず詰襟の少年の日や原爆忌今朝も花火どこの町かな夏祭 掌 の中に蛍を灯し川施餓鬼て露じめり辞書を抜け出す詩のことば蓼の花ふれて走るや五能線孫の汗 蜻蛉 の羽も輝いてとんぼ 蝉 せみ 時雨 天空染めし入日かなしぐれつゆ草や夏を涼しく色やさしこおろぎの影の小さき息づかい 中野西範子石垣テル子制野　千秋遊佐　　徹山家美智子三塚　直樹及川美沙子鈴木　純子藤原　恪子若月ノリ子佐藤きみこ槻木　永井　　堯大槻　信吉本船迫　森田　眞六槻木　大泉かずえ槻木　加藤　利通槻木　加藤　マサ
ひぐらしよ朝な夕ななぜ悲し　俺もひぐらし心配するな下刈りに百合は残して匂へるを　森に愛しむ夫と並びて幼な子は「バイバイバイ」と手を振りぬ　動くことなき 蟬 の亡き骸にせみ 浜を見よ増税争う場合かよ痛いほど鼓膜を 叩 く妻の声たた痩せられる知識山ほど持っている新盆を迎える野辺の花を摘み知人から元気な声のプレゼント若者の胸を道徳通り抜け毎年に盆を迎える難しさ重箱の隅をほじくる知る権利節電もロンドン五輪で忘れてる打水し心涼しく夕すずみ食べ慣れてゴーヤの苦味好きになる生ビール夢で飲みほす熱帯夜 四日市場　斎藤夢太郎四日市場　坂本　一風上名生　西村　久子船岡　小野寺一彩船岡　菅原　三男船岡　鈴木　智子船岡　萩原　善助船岡　島貫よし雄船岡　伊藤タイ子船岡　安藤　節子船岡　阿部美代子西船迫　渡辺　晴奈　　韮神　　 葛 かずら　船岡　柄目けい子　船岡　沢田　順子

広 告



ふれあい マイタウン

15

「夜の音楽」
　柴田小学校３年

伊 藤 和  奏      さん
わ か な

　お子さん（4歳まで）の写真をお待ちしています。写真
の裏にお子さんの名前を必ず書いてください。投稿者の
住所、氏名、電話番号、子どもの名前・生年月日を明記
し、「ひとこと」を添えて応募してください。

　ふれあいマイタウンは、町民の皆さんからの応募・紹介でつくるコーナーです。俳句・川柳・短歌に興味がある（こうほう文芸）、とてもすてきな
方なので紹介したい（人間もよう）、自己表現コーナー（夢空間2012）、子どもの成長の写真やかわいい孫の写真を載せたいという方（町内にお住
まいの4歳以下のお子さん）、はがき、手紙などで9月14日（金）までご応募ください。　　　■連絡先／まちづくり政策課　緯54-2111

はなちゃん（ペンネーム）

女王の番犬（ペンネーム） 「竜をつかまえよう」
　柴田小学校４年

星 　  裕 人  さん
ひ ろ と

広 告広 告



人口と世帯数
（平成24年8月1日現在）
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38,658人
（前月比186人増）

19,148人
（前月比84人増）

19,510人
（前月比102人増）

14,859世帯
（前月比82世帯増）

※7月9日の住民基本台帳法の改正に伴い、今回から外国人を含む人口と世帯数となります。

　9月は長月（ながつき）と呼ばれ、夏から秋に変わるこの時期は1年で最も月が美しく見える時です。十五夜の日には家族そろって中秋の名月のもと、旬の食材を取り入れたお月見らしい献立で楽しいひとときを過ごしませんか。毅鶏ひき肉…200ｇ　　毅カニ（水煮）…80ｇ毅レンコン…100ｇ（皮をむいた状態）毅万能ネギ…20ｇ　　毅酒　　毅みそ（甘口）　各小さじ2　　毅みりん毅生パン粉…大さじ2　　毅卵…2/3個兼牽験○Ａ ①レンコンは皮をむき、水にさらしてあくを抜く。水気をふいて1　㎝角の薄切りにする。万能ネギは小口切りにする。②カニは汁を切る。飾り用に形の良い部分を少し取って置き、残り　は粗くほぐす。③ボウルに鶏ひき肉と○Ａ を合わせ、手で粘りが出るまで混ぜる。生　パン粉、卵、粗くほぐしたカニの順に加えて混ぜる。④オーブントースターに入る焼き型にオーブンペーパーを敷く。③　を型にしっかり敷き詰め、中心をややくぼませる。②の飾り用の　カニを生地の表面に押し込む。⑤④をオーブントースターで7～10分焼いて、表面に焼き色がつ　いたらアルミホイルをかぶせてさらに7～8分焼く。⑥粗熱がとれたら型から取り出し、食べやすく切り分ける。券犬鹸 　　　鶏肉が苦手な方も食べやすく、レンコンの食感も楽しめます。
①米は洗って炊飯器に入れ、普通に炊く場合と同じ分量の水を入れ　る。②梅干しは種を取って細　かく刻み、こぶ茶、酒　とともに①の中に入れ　て炊く。毅米…2合　　毅梅干し…2個毅こぶ茶…小さじ2と1/2毅酒…大さじ1強 秋の食材を取り入れたレシピを紹介します。　　　　梅干しのさわやかな香りと、こぶ茶から出るうま味がおいしさのポイントです。
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